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論 文 内 容 の 要 旨 
 
1. 論文の主題と構成 
 
本論文は、1870年代から 1930年代までのアメリカ合衆国における電気音響メディア
の歴史を「声」に着目して再検討したものである。 
1870 年代に電話が登場して以降、無線電話、拡声器、電気録音、トーキー映画が出
現し、ラジオ放送がマス・メディアとして本格的に機能するようになる 1930年代まで
の、電気音響メディアを用いた声の営みの歴史を、技術、文化、社会、心性、身体的な
実践から描き出すことを試みている。 
本研究の第一の目的は、電気音響メディアの歴史を再検討することである。従来の研
究は、電話、ラジオなど、個別メディアごとになされたものが多く、あまり取り上げら
れてこなかったマイクロフォン、ラウドスピーカーなどの電気音響機器も射程に入れた、
統合的な電気音響メディア史を記述することを試みている。第二の目的は、とりわけ
「声」に着目し、電気音響機器やメディアを介して、どのような声の営みが展開されて
いたかを明らかにし、声が社会生活の中で前景化したこの時期に、声がどのような機能
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を果たしていたのかを明らかにすることである。 
論文の構成は以下の通りである。 
 
序章  声のメディア史 
第一章 電気音響メディアの技術社会史：テレ・コミュニケーションと録音再生技
術の電気化 
第二章 電気音響機器の技術社会史：マイクロフォン、ラウドスピーカーの開発 
第三章 拡声という声の営み：米国における拡声器の技術史と文化史 
第四章 米国ラジオ放送の声：親密な声とラジオの声 
第五章 心理的親密さのエートスの由来：20 世紀米国の社会的性格とメディア文
化の変容 
第六章 「ラジオの声」の生成史 
第七章 声のメディア史の現代的意義：心理的親密さのエートスと親密さの専制 
 
2. 研究方法 
 
本研究は、一次資料を用いた歴史研究である。視覚メディアに関する歴史的資料は多
く残されているのに対し、考察の対象とする時期の声や音を聞くことができる資料はほ
とんど残されていない。蓄音機は存在していたが、初期の電話の会話や初期のラジオ放
送における声をそのまま記録して残しているわけではない。したがって、音や声が歴史
的にどのような変遷をたどったのかを研究するための資料は、音や声について「書かれ
たもの」に限定される。本研究では、既成の文献に基づくだけでなく、研究対象とする
時代の雑誌、新聞などの定期刊行物、企業や放送局の社内報、特許、機器の説明書など、
残されている音や声についての記述を収集し、それらに基づいて考察を進めるという方
法をとっている。 
 
3. 論文概要 
 
序章では、まず、声のメディアが電話に始まり、のちにラジオというマス・メディアと
なって絶大な影響力をもつに至るまでに何が生じたのか、という問いが提示される。1870
年代から 1930年代までの間に、電話、無線電話、ラジオ、電気録音、トーキー映画といっ
た「電気音響メディア」と、マイクロフォン、拡声器といった「電気音響機器」が生まれ
た。電気音響メディアは、いずれも電話の技術を応用して考案されたものであり、この間、
電気化した声をめぐる、さまざまな文化的、社会的、身体的な活動があったはずだとし、
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本研究は、電気音響メディアと機器をめぐる人々の「声の営み」（「電気の声をとりまくさ
まざまな経験、行為、実践」）を描き出しながら、上記の問いに答える試みなのだとする。
続いて、研究方法が示された後、電気音響、声及び声のメディアについての先行研究が批
判的に検討されている。 
  第一章では、1876 年から 1920 年代にかけて発達した電気音響メディアのうち、テレ・
コミュニケーション（電話、無線電話、ラジオ放送）と録音再生メディア（電気録音、ト
ーキー映画）が出現した過程が描かれている。電話企業 AT&Tがアメリカ大陸を横断して
結ぶ長距離電話サービスの実現に向けて、真空管の電気的増幅技術の研究を推進したこと、
そしてその増幅技術が、テレ・コミュニケーション以外の、大音量での拡声、電気録音、
トーキー映画が出現する素地となったことが指摘される。 
 第二章では、電話の送話器からマイクロフォンが、受話器からラウドスピーカーが出来
上がった過程が描かれている。電話は送話器と受信器を備えた音声通信装置であるが、電
話の送話器と受話器が、音声通信ではない社会的な用途（例えば、電気録音、家庭用ラジ
オ、蓄音機の再生、トーキー映画など）の需要に応える形で、1910 年代半ばに発見された
増幅技術により、マイクロフォンとラウドスピーカーへと改良・革新された過程が明らか
にされる。 
 第三章では、1910 年代から 20 年代にかけて、拡声器がどのようにしてアメリカ社会に
浸透したかが描かれている。1910年代末、二つの会社が拡声器を製品化し、一方で、劇場、
教会、レストラン、競技場、デパート、学校など、公的空間に音声が響き渡るようになっ
たこと、他方で 数万人単位の人々に音声を届けるパブリック・アドレス・システム（今
日ＰＡと略される）が政治的キャンペーンや大統領演説などに用いられ、拡声した声によ
る政治的公共性への期待が高まったことが明らかにされる。 
 第四章以降では、ラジオ放送に焦点が当てられる。第四章では、ラジオ放送における声
の特性を考察の対象としている。先行研究においては、1920年代から 40年代にかけて、「親
密な声」すなわち「声のみによって聴衆を魅了し説得する」声のスタイルが存在していた
ことが指摘されてきた。それらは物理的な距離の近さ、一対一的な関係、家庭の同じ空間
にいるような私性を想起させる声を指していた。しかし、ラジオ放送における声の特性と
しては、それだけでは不十分であり、「パーソナリティを想起させる声」、すなわち「どん
な人かありありと想起できる」、ラジオ上の人物を「親密な他者」として認識する心的態度
を喚起させる声という性質が重要なのだと指摘し、その声を「ラジオの声」と呼んでいる。
囁くようなクルーナー唱法、ラジオを通して国民に話しかけたローズヴェルト大統領の「炉
辺談話」が「ラジオの声」の例としてあげられている。そして、ここでは「親密性」概念
についての理論的な検討も行われている。 
以下、第五章と第六章は、「ラジオの声」についての考察となる。第五章では、「ラジオ
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の声」のキーワードである「パーソナリティ」が、20 世紀以降のアメリカの文化や社会を
特徴づける概念であると位置づけ、それがいかにして重要な意味をもつようになったのか
が考察されている。1900 年代から 20 年代にかけて、都市化と大衆社会化の進行に伴い社
会的性格が変容し、デイビッド・リースマンの「他人指向」と通底する、良好で魅力的な
性格（＝パーソナリティ）を身につけることを良しとする言説が一気に広がっていったこ
と、同時期に、映画、レコードといったメディア・ビジネスが台頭し、映画俳優、レコー
ド歌手などの「メディア・スター」がパーソナリティを強調するようになったことが指摘
される。そして、スターばかりではなく政治家をも、業績や功績よりもパーソナリティに
よって評価する心的態度（「心理的親密さのエートス」）が前景化した社会が到来したとす
る。 
第六章では、パーソナリティという個人的な魅力を機制として、声のみによってメディ
ア上の人物に対する親密さを深めていくという、アメリカのラジオ独自の慣習が形成され
ていく過程が描かれている。それは、1920 年代半ばから、ラジオのメディア・コミュニケ
ーションの様態がパーソナリティを機制とした「心理的な親密さ」を志向するものへと変
化し、送り手は声の伝達技術を洗練し、受け手はラジオから流れる声への想像力を醸成し、
送り手と受け手が協働的に「ラジオの声」を生成していった過程である。 
終章である第七章では、声のメディア史の現代的意義が指摘されている。本論文では、
1920 年代以降、電気音響メディアの音声コミュケーションが「技術的伝達」から「人格的
意思疎通」へとパラダイムシフトし、20世紀から生じた「パーソナリティの文化」「他人指
向」に基づいた「心理的親密さのエートス」の台頭という社会的性格の変容が起き、メデ
ィア上の人物に対する「個性（パーソナリティ）への没入」が肥大化したことが強調され
てきた。そうした傾向は娯楽領域だけでなく政治領域にも現れ、「親密さの専制」（リチャ
ード・セネット『公共性の喪失』）とでも言えるような状況が生まれたとする。こうした傾
向は、アメリカ以外のさまざまな国においても現れ、本論文で示された図式は今日の日本
社会を理解する上でも意義あるものであると示唆して、論文は締め括られている。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
1. 評価 
 
以上のような内容からなる本論文は、以下の点において優れた研究であるということ
が言える。 
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(1) 「声のメディア史」という、社会の中における声のあり方を、メディアとの関連
で社会的文脈の中で捉えようとするテーマは、従来なかったものできわめて独創
的である。また、ラジオの声だけの世界のスターの成立に着目した研究はユニー
クで新奇性がある。 
(2) メディアと文化の研究においては、とかく技術決定論もしくは社会決定論いずれ
かに偏りがちであるが、具体的な事例を積み上げることにより、技術決定論か社
会決定論かという二項対立を乗り越え、さまざまな諸要因の連鎖の中で「ラジオ
の声」が生まれたことを明らかにしたことは高く評価できる。 
(3) 電気音響メディアの成立と電気音響機器の成立を取り上げた第一章・第二章の各
部分の記述には特に新しい知見があるわけではないが、電話の受話器と送信器が
改良・革新されて、マイクロフォンとラウドスピーカーへと発展する過程を示し、
電気音響メディア史と電気音響機器史を関連づけて描いたことは独創的で評価で
きる。 
(4) 単に事実を積み上げていくだけでなく、「親密な声」と「ラジオの声」という理論
装置を作り、「ラジオの声」の生成を考察した、理論構築力も評価することができ
る。 
(5) アメリカの歴史を研究する上では当然のこととはいえ、膨大な英文文献と資料を
丹念に収集し読み込んで論文に仕上げたことは特筆に値する。 
 
2. 課題 
 
 本論文は、上記のような優れた点があるが、以下のような課題を指摘することができ
る。 
 
(1) アメリカの放送と日本やイギリスの放送とが対比されて論じられているが、なぜ
アメリカでは親密な関係を作りたかったのかについては、十分な説明がなされて
いるとは言えない。放送制度の相違という点から切り込む書き方もあったのでは
ないか。また、ラジオを集団で聴くという形態が日本やイギリスではあったが、
アメリカではなかったのか。 
(2) 理論装置として、「親密な声」と「ラジオの声」が対立するものとして措定されて
いるが、両者がどのように絡み合っているかについての考察があった方が、両者
の性格がより明確になるのではないか。 
(3) パーソナリティから「ラジオの声」という筋については説得力ある説明がなされ
ているが、パーソナリティから拡声器へという筋は説明されていない。それがあ
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れば、「声のメディア史としてより豊かな記述になるのではないか。反対に、第一
章、第三章をカットし「ラジオの声」に絞る構成にすることも考えられる。 
 
以上の指摘は、研究上の瑕疵の指摘というより、氏の研究から触発され、次の研究の
ステップへの期待を込めて指摘されたものであり、本論文が学位論文として高い水準の
成果であるという評価を脅かすものではない。 
